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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 1 4 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0
8 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 1 0
11 0 0 0 1 2 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0
13 0 4 6 1 4 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
21 0 0 3 1 3 0 1 1 3 1 4 2 0 0 0
22 * 1 4 9 12 3 3 2 4 6 10 3 2 3 0
23 * 0 1 6 14 1 2 4 2 9 11 4 0 0 0
24 * 0 1 1 7 2 2 1 1 4 5 0 1 0 0
26 * 0 0 2 6 2 2 6 4 4 8 0 2 1 0
27 0 0 0 1 4 0 2 0 2 1 3 0 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 1 2 7 0 0 0 1 1 2 2 3 0 0
6 * 0 0 4 11 0 1 0 4 6 10 1 0 0 0
14 0 0 0 0 6 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
15 * 0 0 4 6 0 0 4 5 3 8 1 0 1 0
17 0 0 0 1 2 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
24 * 0 0 9 21 0 3 1 7 8 15 1 0 1 0
33 0 0 0 1 5 3 4 1 1 0 1 1 0 0 0
45 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
56 0 0 1 2 5 2 2 2 4 2 6 0 0 1 0
91 * 0 2 5 11 3 4 3 1 3 4 2 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 7
1 4 28 75 9 16 11 25 26 51 8 4 3 0

２０１５年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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池 和薫 0 10
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冠野 裕大 18

藤本 大仁 8
長谷 保範 0
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Team / Coach: 上岡 朋寛
合　　　計 69
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今田 哲志 6 29

篠原 朋宏 2 14
山口 大地

-
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石田 浩平 13 28
中村 洋紀 2 17

-
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0 - -

24 31

竹中 良樹 2 4

0 -

部屋 翔大 0 19

保科 涼平 14 19

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

冨岡 大晃 2 20

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.10.17
びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学開始時間 10:00

会　　場 大阪商業大学

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 4 勝ち点 5試合ＮＯ 258

69 68

敗チーム

大阪大学

男子

戦評
【総括】
リーグ戦もあと二試合となったが、びわこ成蹊スポーツ大学は勝たなければ三部リーグへと自動降格の可能性が出
てきてしまう。かわって大阪大学は下位リーグで今のところ全勝していて、その勢いのままこの試合も勝っていきたい
ところである。前半は基本的にびわこが有利に試合を進めていた。しかし第2ピリオド終了間際、大阪大はびわこの
連続ターンオーバーから流れを掴み出して逆転し前半は終了。後半は大阪大が最初上手くゲームを進め、途中こ
のゲーム最大の12点差をつけた。しかしびわこは第4ピリオド開始直後オールコードでプレッシャーをかけ、これが反
撃の狼煙となり、流れを掴み連続で3Pシュートを決め、最後は残り10秒で逆転し、この接戦をびわこが制し勝利をも
ぎ取った。
【第1ピリオド】
試合開始、びわこボールでスタート。開始早々#22山口のレイアップシュートで先制点を取る。びわこはその流れで
得点を重ねていくなか、大阪大はミドルシュートをなかなか決めれないうえ、ミスが続き点数が開いてしまった。しかし
#91太田のフリースロー#15藤本のミドルシュートが決まり始め、大阪大学も流れを掴みかける。だがびわこはディフェ
ンスが上手く機能していて流れを掴ませなった。その間も#23石田の3Pシュートが決まり、第1ピリオドは13-19でびわ
こがリードして終了。
【第2ピリオド】
大阪大#24冠野のシュートで開始。大阪大はノーマークを上手く作り、良いシュートを多く打つがなかなかシュート
が決まらず、びわこ#22山口の連続シュートで点差が開いてく。流れの悪い大阪大は#24冠野のバスケットカウントや
#91太田のレイアップシュートで得点し追いつこうとするが、#11竹中、#13保科のシュートが決まり追撃を許さない。し
かし大阪大も簡単には食い下がらなかった。粘りのあるリバウンドから#6岸本のシュートから一気に流れを掴み、第2
ピリオドは34-31で大阪大が逆転して終了。
【第3ピリオド】
第2ピリオドをいい形で終わらした大阪大はその流れのまま#1赤松の3Pシュートなど得点を重ねていき、10点もの
差を開けることに成功した。びわこも流れが悪い中#13保科の3Pシュートを決めて食いつくが、なかなかシュートを決
めきることが出来ず、それにかわって大阪大はフリースローやゴール下のシュートなど着実に得点をしていった。第3
ピリオドは56-44で大阪大が12点差でリードして終了した。
【第4ピリオド】
最終ピリオド、どうにかして点差を縮めたいびわこはオールコートディフェンスでプレッシャーをかけたことが功を奏
したのか#27山口からナイスパスが入り#22山口がシュートを決める、その後も#13保科の3Pシュートも決まり第1ピリオ
ドの勢いを取り戻し、連続得点で点差を5点差まで縮めた。大阪大はたまらずタイムアウトを取った。しかしタイムアウ
ト後もびわこの流れを止めることが出来ず、#13保科がまたもや3Pシュートをきめ、さらには#22山口のスティールから
得点し一気に同点まで追いついた。だが#24冠野が連続でシュートを決め簡単には逆転させない。どちらが勝つか
わからない接戦のなか#13保科、#22山口の3Pシュートが決まり逆転、さらに#26今田のシュートも決まり点差はびわこ
リードで4点差となり、大阪大はタイムアウトを取る。このタイムアウトが流れを変えたのか、#91太田#6岸本がシュート
を決め同点にする。残り10秒びわこは#27山口がフリースローを獲得。一本沈め、1点差となる。残り1秒で大阪大は
#24冠野がシュートを放つが惜しくも外れ、68-69でびわこが勝利した。
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